
市長の活動報告（令和７年６月） 

６月３日（火曜日）　阿南市就職促進協議会委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１５日（日曜日）　令和７年度阿南警察署管内防犯少年柔道・剣道大会　　　　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１９日（木曜日）　災害時等における無人航空機の運用に関する協定締結　　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　阿南市内の企業と求職者を結びつけ、就職の

機会均等を図ることを目的に設立された「阿南

市就職促進協議会」の委員会を開催したところ

多くの関係者にご出席いただき、有意義な意見

交換を行いました。 

　本市には魅力的な企業が多く存在していま

す。一方で、社会情勢や産業構造の変化に伴い、

若年層の雇用環境は大きく変化し、ニーズも多

様化しています。こうした状況に柔軟に対応し

ながら、多くの若者が魅力ある企業に就職でき

るよう、関係機関と緊密に連携して取り組んで

まいります。

　阿南防犯連合会、那賀町防犯連合会及び阿南

警察署の３団体共同により開催する「阿南警察

署管内防犯少年柔道・剣道大会」が開催され、

阿南防犯連合会長として参加いたしました。 

　本大会は、青少年の健全育成と地域の防犯意

識の向上を目的として開催していることはも

ちろん、地域住民の皆様との貴重な交流の場と

もなっており、多くの少年少女柔道家と剣士が

集まり熱戦が繰り広げられました。 

　今後もスポーツによるこどもたちの心身の

健全育成につなげてまいります。

　みなみ阿波レスキュードローン協会のご理解と

ご協力のもと、阿南市と同協会との間で「災害時等

における無人航空機の運用に関する協定書」を締結

しました。 

　本協定は、昨年１月１日に発生した能登半島地震

を教訓として、本市において大規模災害が発生した

際、ガレキの堆積や道路の分断等により被災現場に

近づけない場合に、無人航空機システム（ドローン）

を活用し、市民の救助活動及び災害の応急対策活動

に関して必要となる情報を収集することで災害の

拡大防止と被災施設の早期復旧に資することを目

的に締結しました。 

　今後も、官民連携により「災害に強く安全・安心

な阿南」の創生をめざし各種施策に取り組んでまい

ります。 



６月２６日（水曜日）　大正大学を表敬訪問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２８日（土曜日）　第４０回阿南市長杯サッカー大会　　　　　　　　　　　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２９日（日曜日）　令和７年度阿南市戦没者追悼式　　　　　　　　　　　　　　　　　　

東京都豊島区西巣鴨に本部を置く大正大学の

柏木理事長を表敬訪問しました。 

本市は、大正大学と地方創生や地域活性化な

どのまちづくりに関する包括連携協定を締結し

ており、毎年阿南市で実習されている大正大学

の学生から見た本市の強みや課題などについ

て、調査・研究・分析等も行っていただいていま

す。 

阿南市東京事務所設置がきっかけでできたこ

のご縁を大切にし、「輝く個性を育む　自然と調

和した産業都市　阿南」の創生に向け、引き続き

のご協力をお願いしました。

　１９８５年に開催されて以来、今年で第４０回

を迎え、第４０回阿南市長杯サッカー大会に出席

させていだきました。 

　当日は、素晴らしい天気の中、少年少女サッカ

ー選手が大勢集まり、白熱した試合が繰り広げら

れました。 

　私自身、スポーツ少年団の本部長を務めていた

こともあることから、スポーツを通した青少年の

健全育成は大変重要なことであると考えていま

す。引き続き、教育委員会や各種スポーツ団体と

の連携のもと、幼少期からスポーツを楽しめる環

境づくりを行うなど、「こどもまんなか笑顔あふれ

る阿南」をめざしてまいります。 

　太平洋戦争などで亡くなられた戦没者３１４１

柱のご冥福を祈る、戦没者追悼式をご遺族など約３

００人のご参列のもと挙行しました。 

　式典においては、阿南市遺族会会長やご臨席いた

だいた多くの来賓の方々から追悼の言葉をいただ

き、哀悼の誠をささげました。 

　また、今年度の式典では、福井中学生による反戦

に関する作文発表に加え、富岡小学生児童における

追悼合唱及び阿南中学生筝曲部による追悼演奏も

行われ、式典に参列された多くの皆様とともに改め

て平和の尊さと重要性を再認識いたしました。 

　今後においても、恒久平和の実現に向けて努力を

続けるとともに、次世代を見据えて地域社会をより

良くするための取組を行ってまいまいります。


